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（省 令）
O 出入国管理及び難民認定法施 行規 則の一部を改正する
省令（法務42) （平10.9.14 官報 第2466号）
0国立大学の学科 及び課程並びに 講座 及び学科目に関す
る省令の一部を改正する省令 （文 部 36) （平10.9. 30 
官報 第2476号）
（規 則）
O人事院規 則1 7-0（管理職員等の範囲） の一部を改正す
る人事院規 則（人事院1 7-0-51) （平10.9.25 官報 第2473
号）
司���
富山大学廃液等問題検討委員会設置要項の制定
－ 富山大学廃液等問題検討委員会設置要項の制定理由ー
本学における廃液等による環境汚染の防止について検討するための富山大学廃液等問題検討委員会に関 し，
必要事項を定める。 i 
富山大学廃液等問題検討委員会設置要項を 次のとおり制定する。
平成10年 9月21日
富山大学廃液等問 題検討委員会設置要項 （組 織）
富山大学長 時 津 貢
第 3条 委員会は， 次の 各号に掲げる委員をもって組織
平成10年 9月21日制定 する。
（設 置）
第1条 富山大学（以下 「本学」という。） に， 本学に
おける廃液等による環境汚染の防止について検討する
ため， 富山大学廃液等問題検討委員会（以下 「委員会」
という。） を置く。
（任 務）
第 2条 委員会は， 次に掲げる事項について検討 し， 汚
染の防止策を策定する。
(1) 不適切な廃液等処 理の防止について
(2) 有害化学物質の排水への流 出防止について
(3) その他委員会が必要と認めた事項
(1) 各学部から選 出された教員 各 2 人
(2) 水素同位体機能研究センター及び地域共同研究セ
ンターから選 出された教員 各1 人
(3) 廃液処理施設長
2 前項 第1号及び 第2号の委員は， 学長が委嘱する。
（任 期 ）
第4条 委員の任期は， 原案を策定するまでの間とする。
（委員長）
第5条 委員会に委員長を置き， 委員の互選によって定
める。
2 委員長は， 委員会を招集 し， その議長となる。ただ
し， 委員長に事故 あるときは， 委員長が あらかじめ指
名 した委員が その職務を代 行する。
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（議 事）
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第6条 委員会は， 委員の過半数が 出席 しなければ開会
することができない。
2 議事は， 出席委員の過半数をもって決 し， 可否同数
のときは， 議長の決するところによる。
（意見の聴取）
第 7条 委員長が必要と認めるときは． 委員以外の者の
幸E 第405号
出席をもとめて意見を聴くことができる。
（庶 務）
第 8条 委員会の庶務は， 施設課において処 理する。
附 則
この要項は， 平成10年 9月21日から実施する。
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第4回学生生活協議会（ 9月 4 日）
（審議事項）
(1) 人文社会 系共通教育棟の宿 日直廃止に伴う建物の
管理等について
(2) 平成11年度入学合格者へのダイレクト メール送付
に係る あて名の書き写 しについて
(3) 平成10年度厚生補導研究会について
(4) 学生の課外活動等への配慮について
(5) その｛也
第 2回学寮委員会（ 9月 8臼）
（審議事項）
(1) 寮生からの要求（炊婦の雇用） について
(2) その他
第6田部局長懇談会（ 9月10日）
（議 題）
(1) 当面の 諸問題について
(2) その他
第5 回事務協議会（ 9月11日）
（議 題）
当 面の 諸課題について
第 3回教養教育委員会（ 9月1 8日）
（審議事項）
(1) 教養教育に関する全学シンポジウムについて
(2) その他
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第 7園部局長懇談会（ 9月21 B) 
（議 題）
(1) 当面の 諸問題について
(2) その他
第1回 大学院委員会（ 9月21日）
（審議事項）
(1) 学生の除籍について
(2) その他
第9回評議会（ 9月21日）
（審議事項）
(1) セクシャル・ハラス メント問題及び廃液処理問題
の再発防止の方策を検討する組織について
(2) 外国人教員の任期 について
(3) 学生の除籍について
(4) 学長補佐体制について
(5) その他
第 3回環 日本海地域研究センター運営委員会（ 9月21日）
（協議事項）
(1) 平成10年度共 通経費について
(2) その他
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平成10年度教育改善推進費（学長裁量経費）採択結果
① 教育内容 ・体制の改善充実のための経費 （単位：千円）
部 局 名 プ ロ 1、ノ． 1二 ク ト 名 プロジェクトの代表者 採択金額
人 文 学 部 学部教育におけるマルチメディア教材作成のための開発プログラ 佐藤 裕 助教授 2,500 ム及び活用のための講習会開催
教 育 学 部 教育学部シラパスのホームページ化 教育学部教務委員会委員長 1,200 宮崎 州弘 教授
ク 就職ガイダンス〔3 年次合宿研修（教職への指向）〕 教育学部就職指導委員会副委員長 591 山下 三郎 教授
附 属 学 校 2002年新教育課程（総合的な学習）推進事業 教育学部附属中学校副校長 1,610 大i事 保
理 学 部 教育内容・体制改善充実プロジェクト 理学部長 1,440 風巻 紀彦 教授
。 学生の物理， 化学嫌い， 高校生の理科系離れ阻止のための取組 高安 紀 教授 2,500 
工 寸ぷゐ日 部 工学部学生インターンシ ップ 工学部教務委員会委員長 1 200 黒田 重靖 教授
名匂 工学部 ファカルティ・ デイベロップメント 工学部教務委員会委員長 1 707 黒田 重婚 教授
総合情報 処理 富山大学公式ホームページ開発プロジェクト 総合情報処理センタ一長 2,700 セ ン タ ー 山西 潤一 教授
① の 小 計 9 f牛 15 448 
② 教育研究の国際化， 先端化， 学際化のための経費 （単位：千円）
部 局 名 プ ロ ン、． コ二 ク ト 名 プロジェクトの代表者 採択金額
教 育 学 部 教師教育のための遠隔教育技法を用いた国際協力カリキュラムの 山西 潤一 教授 1,900 開発
経 済 学 部 インターネット上の大学問交換・対抗ゼ ミを活用した経済学教育 新里 泰孝 助教授 2,520 の開発研究
理 A寸u ．ー 部 慶北大学（韓国）との連携による数学・情報科学の教育・研究の 久保 文夫 教授 1,125 高度化 渡遺 義之 教授
附 属 図 書 館 貴重資料のデータベース化 附属図書館長 1,300 小谷 仲男 教授
② の 小宮十 4 件 6,845 
③ 大学改革等に必要な経費 （単位：千円）
部 局 名 プ ロ 1、ノ． I. ク ト 名 プロジェクトの代表者 採択金額
工 学 部 各種委員会等の効率的運用とその情報公開化 工学部電子広報委員会委員長 3,200 佐々木 基文 助教授
地域共同研究 産学官懇談会の開催に要する経費 地域共同研究センター長 2 140 セ ンター 池野 進 教授
人 事 課 人事情報システムの導入 人事課長 4,500 青木 正克
廃液処理施 設 より確実な廃液処理を目指した処理後の廃水の分析シスァムの構 廃液処理施設長 2,300 築 長谷川 淳 教授
③ の 小 計 4 f牛 12, 140 
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④ 積極 的な地域との連携に必 要な経費 （単位・千円）
部 局 名 プ ロ ン‘ •• .:i:. ク ト 名 プロジェクトの代表者 採択金額
教 育 学 部 学習障害児・周辺児を対象とした学習教室活動の支援 室橋 春光 教授 298 
今 総合的な学習のための学校・地域間ネ ットワークの確立と授業開発 山極 隆 教授 2,480 
生涯学習教育 富山大学における大学開放の在り方を考える フォーラム 生涯学習教育研究センター長 800 研究センター 米国 政明 教授
庶 務 謀 夢大学in TOYAMA’98 富山大学大学開放事業実施調整 2,700 委員会委員長 池野 進 教授
』入二与 画 室 研究者総覧の作成 全学共通 2 700 企画室長 村中 一男
④ の 小 計 5 f牛 8 978 
⑤ 特色 ある大学づくりに必 要な経費 （単位：千円）
部 局 名 プ ロ ンι・. 立こ ク ト 名 プロジェクトの代表者 採択金額
庶 務 課 富山大学懇談会 庶務課長 394 中野 好二
人 事 謀 平成10年度教職員研修（放送大学授業受講）の実施 人事課長 1,100 青木 正克
⑤ の 小言十 2 ｛牛 1 494 
⑤ 若手研究者育成に必 要な経費 （単位：千円）
部 局 名 プ ロ ン、. エ ク ト 名 プロジェクトの代表者 採択金額
理 寸必＇： 部 「選択酸化触媒に関する研究」 宮崎 隆文 助手 885 
，， 「魚、形動物下垂体性アデニル酸シクラーゼ活性化 ポリペプチドの生 松田 恒平 助手 800 理作用並びに遺伝子発現に関する研究」
，， 「シダ胞子の発芽過程でのカルシウム情報伝達に関する研究」 蒲池 浩之 助手 800 
イシ 「指数の小さな有限群に関する研究」 幸山 直人 助手 800 
4シ 「カルコゲン原子における金属一半導体転移」 池本 弘之 助手 800 
，， 「植物カスパリ一線の構造と発達に関する研究」 唐原 一郎 助手 900 
工 学 部 「非平衡少数電子系における電子相関に関する研究J 三井 隆志 助手 800 
，， 「移動マニピュレータを用いた福祉介護ロ ポ ットシステムの研究」 羽多野 正俊 助手 1,000 
，， 「ヒドラを用いたバイオア ッセイ系の自動化に関する研究」 塚田 章 助手 800 
今 「高強度Al-Zn一Mg-Cu系P/M合金の高速超塑性加工の研究」 曾田 哲 夫 助手 700 
イシ 「凍結保存を用いた酵母菌への高効率簡易遺伝子導入法の開発」 須加 実 助手 700 
イシ 「レーザ誘起蛍光法による二重拡散対流の可視化J 山根 岳志 助手 700 
廃液処理施設 「排水中の鉛の迅速分析法の開発」 加賀谷 重i告 助手 840 
⑤ の 小宮十 1 3 f牛 10,525 
i当hEヨ 言十 3 7 ｛牛
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本経費に関する プロジェクトの 採択については， 平成10年10月l日に決定。
採択 プロジェクトの成果については， 平成11年 4月 30日までに学長 あて報告することと している。
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異動区分 発令年月日 氏 名
採 用 1 0. 9. 7 大 井 美 樹
1 0. 1 0. 1 青 木 恭 子
今 山 崎 恵 子
,,. 林 夏 生
ゐ 田 沼 柾
。 西 村 格
。 Lee-Ming Kow 
,,. 杉 木 衣 子
昇 任 1 0. 1 0. 1 馬 駿
，， JI I 回 勉
,,. 山 崎 登志成
4シ 高 橋 隆 一
名》 森 雅 之
転 任 1 0. 1 0. 1 若 尾 政 希
，》 坂 出 健
ゐ 細 野 忍
併 任 1 0. 9 3 0  古 田 俊 奇
今 丹 羽 昇
。 駒 城 鎮 ー
併任解除 1 0. 9. 30  松 川 滋
苦手 職 1 0. 9. 3 0  小 島 畳
..,,,, -r 報
ミ』司書l�
異 動 前 の 所 属 官 職
助 手 経済学部（経営学科経営学）
助教授工 学部（知能情報工学科メディ7情報工学）
講 師 工学部（敵電子システム工学科電子蝋デバイス工学）
助 手 ,,. （献電子シJ.jA工学帯電気シJ.fA工学）
教務職員 ’b （敏電子河川I学帯電子制Tパイス工学）
助 教授 人文学部 （国際文化学 科国際文化論）
講 師 経済学部（経済学科比較経済論）
助教 授 理 学 部（数学科情報数理）
教 授 経済学部
ゐ 。
，〉 ，， 
評議員 経済学部
教 授 理 学 部
第405号
異 動 内 n甘－ 
技術補佐員（保健管理センター看護婦）
講 師 人文学部（国際文化学 科目際文化論）
,,. 。 ，， 
ゐ ,,. （国際文化学 科文化環 境論）
教 授 経済学部（経営法学科民事法）
今 理学 部（生物圏環境科学科生物圏機能）
助教 授 工 学 部（電気軒以fA工学科翫システム工学）
事務補佐員（工学部電靖子システム工学科電子制j'JIイス工学）
講 師 経済学部（経営学科経営学）
教 授工 学部（知能情報工学科メディ7情報工学）
助教 授 工学部（翫軒以fA工学科電子制デバイスI字）
助教 授 ゐ （翫電子シJ.fA工学割電気シJ.fAI字）
助 手 。 （甑電子シJ.jJ..l学科電子物性j'JIイJ.l宇）
助教 授 一橋大学社会学部
,,. 京都大学大学院経済学研究科
。 東京大学大学院数理科学研究科
経済学部長・評議員（ ～1 2.9.29) 
評議員（ ～11.7. 31)
，， 。
併任解除
辞 職
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夢大学in TOYAMA・98を開催
去る 9月1 2日（土）， 1 3日（日）の 2 日間にわたり， “夢大学
in TOYAMA’ 98”を開催しました。大学開放事業とし
て， 平成4 年から毎 年実施し， 今 年で7回目の開催とな
りました。
この事業は． 地域に聞かれた大学として， 「小・中・
高校生等 青少年には大学の教育研究に触れる機会を設け，
科学技術等に興味・関心をもってもらうこと」． 「企業
技術者に対しては， 教 官と交流を深め， 今 後の産学交流
の進展の弾みとしてもらうこと」， 「市民一般の方々に
は大学の現状を理解してもらうこと」を目 的として， 体
験 入学と実験等パネル展示を 行うものです。
初日1 2日仕）は好天に 恵まれ， テー プカットに続き， 総
合開会式が 行われました。池野大学開放事業実施調整委
員長が開会を宣言し， 時津学長の挨拶， 金 井富山県教育
委員会学校教育部長から祝辞が述べられた あと． 富山商
業高等学校吹奏楽部によるマーチングバンド演奏で華々
しくオー プンしました。
体験 入学は， 1 日間又は 2 日間の企画で， 中・高校生
等 青少年対象の 講座と学校教員及び社会人対象の 講座が
24 講座開設され， 県内， 県外から 300人が参加し， 受 講
生は， それぞれの 講座に分かれて， 教 官の指導のもと，
実験・学習等を体験しました。終了後， 黒田 講堂におい
て開 講式が 行われ， 学長及び大学開放事業実施調整委員
長から受 講生代表に夢大学学位記が 授与されました。
実験等パネル展示は， 工学部， 地域共同研究センター，
経済学部， 附属図書館を会場として， 多彩で興味深い 3 3
のテーマが取り上げられ， 親 子連れなどたくさんの 入場
者は， 最 先端の研究内容を教 官， 大学院生等から， 分か
り易く説明・紹介を受け， 大変好評でした。特に， 「見
て， さわって， そして作って！」コーナーのキーホルダ一
作りは， テレビで人気のピカチュウが作れると あって，
順番待ちにもかかわらず， 何回も挑戦する 子供達で一日
中賑わいました。 また， 「ロボット相 手にお餅っき」の
コーナ ーでは， 工業 用ロボットが， 子供達がつく餅を．
杓 子を使って， 実に器 用に自の中央に寄せ集め， 観衆の
拍 手を受けていました。 2 日間で1, 400人が大学を訪れ，
大学の現状を地域の人々に理解していただく絶好の機会
となりました。
企体験入学・氷街を調べよう（左） ・宇宙線や放射線が見えるかなっ（右）
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企実験等展示・魚釣り効果（磁気浮上） （上）
""""' ザ」 幸E
－ 「水」できります（中左） ・ 四足歩行ロボット「Y UM A」に乗ってみよう（中右）
・カピッ ツァのクモ（超流動を 観察しよう） （下〉
時津学長が遼寧大学創立40周年記念式典に出席
時津学長は， 本学と学術交流協定を締結している遼寧
大学（中国） から創立40周年記念式典及び記念国際学術
研究討論会に招待を受け， 出席しました。
式典は， 去る9月15日に挙行され， 時津学長は出席し
た友好校を代表して祝辞を述べるとともに， 記念国際学
術研究討論会でも 「 2 1世紀に向けての高等教育」と題し
て 講演を行いました。
第405号
また， H寺i事学長は， 今 後の両国間の科学・文化の友好
親善の実をあげるため大連理工大学を表敬訪問しました。
同大学では， 熱烈歓迎を受け， 学内施設の視察 及び教育
研究の事情について活発な意見交換を行いました。 企式典で祝辞を述べる 時津学長
-9-
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消防査察， 総合防災訓練を実施
去る 9月17日（木）， 1 8日後）の 2 日間， 富山消防署の消防
査察があり， 危険物施設の点検， 避難経路の確認及び電
気器 具の配線が十分であるかなどの安全チェックが実施
されました。
28日（月）には， 教職員の防 火思想の普及と啓蒙を図るた
め， 富山大学総合防災訓練を実施し， 午 前中は 黒田 講堂
ホールで防災教育 講演会（富山消防署に 講師を依頼） ，
ビデオ上映， 搬送・応 急措置・救護の実技訓練を行いま
した。 また， これと並行して同会議室では普通救命 講習
会を開 講しました。 搬送等の実技訓練では， 毛布を利 用
した担架の作製， 三角巾を利 用した応急 手当や人体模型
を利 用した 「人工呼吸」 「心臓マッサージ」などを実施
しました。
午後からは， 事務局庁舎において， 地震時の初期 対応
訓練， 災害対策 本部設置・参集・伝達訓練を実施の後，
庁舎前で消火訓練（消火器及び屋内消火栓による消火訓
練） を行いました。
地震時の初期対応及び災害対策 本部設置訓練では， 時
津学長（ 本部長） が災害対策 本部の設置を宣言し， 水上
事務局長（副 本部長） から 各班長（部長， 次長等） へ指
示が 出され， 各班員が自分の任務分担を再確認する訓練
となりました。
企災害対策副 本部長（水上事務局長右 手前）に報告す
る 各班長， 右上は災害対策 本部の設置を宣言する
時津学長（ 本部長）
..普通救命 講習会
企搬送訓練 企消火栓による消火訓練 A消火器による消火訓練
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輪島朝市を見学
一外国人留学生と教職員との懇談会（見学旅行）を実施一
平成10年度外国人留学生と教職員との懇談会（見学旅
行） を， 去る 9月 25 日後）， 26日比）の 1泊 2 日の日程で実
施しました。
今回は， 留学生・教職員合わせて 60人の参加者が あり，
第1 日目は， 最 初に三協アルミニウム工業（掬新湊工場を
訪問し， アルミ建材製造の 最 先端技術を見学しました。
続いて能登金剛・巌門を見学し， 当 日は あいにくの雨 で
したが， 日本海の荒波が作り あげた岩肌に自然、の力の壮
大さを改めて感じた様 子でした。 次に訪れた志賀原 子力
発電所アリス記念館では， アンデルセン童 話の主人公達
が説明する志賀原発の あらましに， 原 子力発 電の安全性
などを感じ取り 1 日目を終了しました。
宿泊 先で ある国立能登 青年の家の夕食懇談会では， 両
角同所長らを交えて 9月に帰国する留学生の富山での想
い 出などを語り合い， 再会を約束するなど， 学内では味
わえない 親睦・交流が 行われました。
第 2 日目は， 朝から好天に 恵まれ輪島朝市を見学しま
した。 農民と漁民との物々交換として始まった朝市では，
輪島の人々との対 話を楽しみながらお土産を買うなど，
ほのぼのとした中で買物を楽しんでいました。
今回の懇談会（見学旅 行） を通じて， 教職員 ・留学生
聞の相互理解がより一層深まると共に， 日本理解に大き
な意義が ありました。
企志賀原発を見学する留学生
大学院理工学研究科及び機器分析センターの看板を上掲
｜大学院理工学研究科｜
去る 9月1 1日（金）に大学院理工学研究科の看板の上掲が
時津学長と宮下研究科長によって， 風巻聞研究科長， 水
上事務局長ほか関係教職員が見守る中， 工学部正面玄関
で 行われました。
理工学研究科は， 平成10年 4月 1 日に理学部と工学部
を融合させて設置され， 新たな学際領域の構築と独創 的
科学技術の発展を促進し， 学術の一層の充実を図るとと
もに， 創造性豊かな高度の技術・開発能力と新分野にも
挑戦し得る研究開発能力を持った人材を育成し， さらに，
企業の技術者に対し応用展開能力を高めるための再教育
を 行う。
〈理工学研究科長の抱負〉
大学院理工学研究科は博士前期課程10専攻（学生定員
194人） 及び博士後期課程 4 専攻 （学生定員 24人） で あ
り， 平成11年には大学院設置基準 第14条に基づく教育方
法の特例制度（ 時間外教育） をも取り 入れ， 幅 広い分野
から募集を 行い， 先導性， 独創性， 国際性を身につけた
高度専門技術者・研究者を養成したい。
企左から水上事務局長， 時i峯学長， 宮下研究
科長， 風巻副研究科長
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機 的に運 用するために， 機器分析センターが必要で あり
ます。
また． 教育面において， 大学院の前期・後期課程の若
き研究者の育成にも力を 入れる必要が あり， 定期 的に 最
先端の計測技術の 講演会・ 講習会を開催するとともに，
技術開発の実践を 通して創造 的能力の育成にも尽力した
｜機器分析センター｜
平成10年 4月 1 日に学内共同利 用施設として設置され
た機器分析センターの看板上掲が， 去る 9月11日後）に工
学部内で水上事務局長ほか関係者が見守る中，
いと思っております。
今後とも， 諸 先 生方の力を借りて努力する所存ですの
と烏崎センター長によって行われました。
同センターは， 学内の共通機器を集中化し，
的な機器の管理運営を行い， また． 新しい研究開発に向
けた機器の導 入計画を全学 的に行う。
なお， 今 年度は， 新規共 通機器の導 入計画の策定や教
時津学長
より効率
でよろしくお願いいたします。職員及び教育 的見地から大学院生の若 手研究者を対象に
研修を実施する予定で ある。
〈機器分析センター長の抱負〉
平成10年度 「機器分析センター」が学内共同利 用施設
として設置される ことが このほど決定し， 大型計測・分
析機器の整備及び有機 的活 用環境の基盤ができ， 喜んで
います。近年の急激な技術革新 及び産業構造の変革に伴
い， 多くの科学分野において原 子・分 子レベルまでたち
かえって物事の 本質を理解する傾向がますます高まって
きています。 これらの社会 的要望に対応するために．
学においても 先端 的研究に必要な計測機器類の基礎・応
用の使 用方法を学内外の利 用者に修得させ， 効率 的・有
本
時i事学長， 島崎セン企左から水上事務局長，
ター長
平成10年度全国公務員レクリ工ーション共同行事富山地区ソフトボール大会
試合は 本学の 3 チームともに激戦を勝ち抜き， 準決勝，
決勝戦は文部省機関同士の身内対戦となり， とりわけ決
勝戦の富山大学A, Bの対戦は， さながら学内大会の機
相となりました。
その結果， 富山大学Aが 7 対4で富山大学Bを下し．
2 年ぶりの優勝を果たしました。
去る 9月 3 日休）常願寺川公 園野球場において， 富山大
学が実施機関となり， 国家公務員の福利厚生事業， 平成
10年度全国公務員レクリエーション共同行事富山地区ソ
フトボール大会が開催されました。
本大会には富山市内の 各省庁の10地方機関から1 3チー
ムの参加が あり． 本学からは腕におぼえの ある職員ら．
3 チームが参加し， 気持ちのよい秋晴れのもと 熱戦が展 なお， 大会の成績・対戦結果は 次のとおりです。
関されました。
富山医科薬科大学A
ABC 学学学大 大山
山
山
由ロ閏由ロ園出晶優 勝
準優勝
3 位
女占H占K
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平成10年度全国公務員レクリエーション共同行事富山地区ソフトボール大会対戦結果
決 勝 戦
準決勝戦
2 回 戦
l 回 戦
4 
富 富 富
山
山
工 山
業 地
高
等
大 方
専 法
F守
十且4
A寸uー－ 務
校 A 局
優勝 ｜ 富山大学A
1 I 4 
12 
8 
富 富 中 昌 富 北 建
山 山
音E 陸 設
通 山 財 省
医 地 商 山 務
国
産 土
科
方 業 地 局 地
局 富 理
薬 公 方 大 山
院氷，晶一・
益 北
科 庭 事 気 財 陸
大 業 寸，，，ー' 務 地裁 jじ 方
陸 象 事 調tAザLι’ 判 務支 量
A 所 局 台 B 所 昔日
⑤⑤⑮③®©8000 
＜ ゴル フ 大会＞
11 
10 
’日吉ヨ・ 富 富
山
山
医 山
労 科
働 薬 大
基
科
大 ザ且ιー
準 学
局 B c 
去る 9月 29日（火）に 第2 5回富山大学ゴルフ大会が， 小杉
カントリークラブにおいて行われました。
L， スタート・ホールから豪快なナイス・ショットを放
つなど， 白熱した プレーが繰り 広げられました。
大会 当 日は曇り空のもと， 時より心地よい秋風の吹
く中， 29人の参加者は日頃の練習の成果を十二分に発揮
なお， 成績は 次のとおりです。
ネット グロス ハンデイ
優 勝 塚 田 建 夫 （教育学部） 71.6 86 (42,44) 14.4 
準優勝 刈 賀 春 樹 （経理部〉 72.0 78 (39,39) 6.0 B•G 
3 位 西 川 友 之 （教育学部） 73.0 85 (38,47) 12.0 
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⑤⑤⑤⑮⑤ 
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 日 的 期 間
10. 9. 1 
外国出張 経済学部 助 手 馬 駿 中華人民共和国
環日本海地域における開発と環境に
関する調査
10. 9.15 
10. 9. 4 
人文学部 教 授 藤 本 幸 夫 ア メリカ合衆国
日本にある朝鮮本についてレビュー
を受ける
10. 9.11 
材料の低サイクル疲労と持遡性挙動 10. 9. 5 
工学 部 助教授 石原 外美 ド イ ツ に関する国際会議に出席， 研究発表，
資料収集 1 0. 9.14 
10. 9. 6 
理 学 部 助教授 松島 房和 連 ムロ 王 国
第23図赤外線・ ミリ波に関する国際
会議に出席， 研究発表等
10. 9.2 0 
遼寧大学における記念行事出席及び
10. 9.13 
学 長 時i宰 貢 中華人民共和国 高等教育研究機関の現状調査
10. 9.1 9 
事 務局
企画室
長
村 中 一男 今 ,, イシ
環日本海地域における開発と環境に
10. 9.16 
人文学部 教 授 矢i事 英一 ロ γ ア 連 邦 関する調査， 資料収集
10. 9.27 
「19世紀イギリスにおける科学者・ 10. 9.17 
教育学部 助教授 庚瀬 イ言 連 1ロ,. 王 国 研究者養成システムの研究Jについ
てレビューを受ける 10.10. 2 
第 3回日本・ ロシア半導体表面シン
10. 9.18 
工学 部 教 授 龍山 智条 ロ ン ア 連 邦 ポ ジウムに出席， 研究発表
10. 9.2 4 
10. 9.27 
教育学部 助教授 黒田 卓 マ レ ン ア
マレーシアの学校における教員研修，
情報教育の実態調査， 資料収集
10.10. 5 
イシ 助教授 堀田 龍也 今 ゐ 宅シ
10. 9目2 8
工 学 部 助教授 岡 田 裕之 大 韓 民 図 アジアディスプレイ’98に出席
10 10. 2 
人文学部 シェイクスピアの文化的背景に関す
10. 9.3 0 
教 授 草薙 太郎 連 ムロ 王 国 る研究
11. 7 31 
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渡航の種類 所 属 職 氏 名
海外研修 教育学部 教 授 田 上 普 夫
理 学 部 教 授 金坂 績
ゐ 助教授 小田 島仁司
教育学部 助教授 深見友紀 子
人文学部 議 師 小野 直 子
ソコ ロ フ
工 学 部 助教授 イ ー ゴル
教育学部 助教授 市川 文彦
人文学部 助教授 村井 文 夫
』4マー
速
南
連
連
幸E
渡 航 先 国
lロ>. 王 国
ア フ カ
ぷロ>. 王 国
A口>. 王 国
ア メ リ カ合衆国
ロ ユ〆 ア 連 邦
フ フ ン ス
連 正口当、 王 国
フ フ ン ス
第405号
目 的 期 問
10.  9. 4 
第 2回国際気候史会議に出席， 共同
研究打合せ
1 0 .  9.19 
10.  9. 4 
第16回国際ラマン学会に出席
1 0 .  9.1 3 
1 0 .  9. 5 
赤外線・ ミリ波に関する国際会議に
出席， 研究発表， 研究打合せ
1 0 .  9.1 8 
10 9.1 4 
ロンドン近郊都市におけるピアノレ
ッスンの現状についての調査研究
10.  9.29 
1 0 .  9.1 5  
アメリカ史に関する資料収集
10. 9.2 8 
10.  9.1 7 
第 5回ザパパキン科学的talks国際
会議に出席， 研究発表， 討論
10. 9.30 
10.  9.2 0  
ヨーロッパ近代論会議等に出席， 資
料収集
10.10. 9 
10. 9.2 1 
18世紀フランス思想（医学と文学の
関連領域）に関する文献調査
10.10. 3 
⑤⑨⑤⑧⑧⑤ 
本 学 受 入 れ 先 期 間
本 国 に お け る 寸戸£ー． 目 的
氏 名
来
所属機関・ 職名（ 国 籍 ）
理学部・教 授 10. 9. 29 
広 岡 公 夫
D. H. Tarling 
プリマ ス 工 科 大 学
地球電磁気学の研 究打合せ
理学部 ・助教 授
2 
授
酒 井 英 男 10. 10. 
教
（ 英 国 ）
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抽ミlf!lf!l
く住所変更＞
部 局 名
教 育 学 部
く新任者住所＞
部 局 名
人 文 学
今
今
理 A十,,. 
く改 姓＞
部 局 名
昔日
書店
教 育 学 部
官 職 氏 名
助 手 ｜ 岡 根 江 見
（技 術 教 育 ）
，呂4『 職 氏 名
講 自市
青 木 恭 子
（国際文化論）
講 師
山 崎 恵 子
（国際文化論）
講 自市
林 夏 生
（文化環境論）
教 授
西 村 キ各
（生物園機能）
官 職 ｜ 氏 名
助 手 l岡 根 江 見
（技術教育 ）
｜日
坂
姓
本
ミl��l!l
本 部
9月 1日 第 7回国際交流委員会留学生部会
2日・9日・16日
平成10年度富山大学会計事務研修
3日 平成 10年度全国公務員レクリエーション共同
行事富山地区ソフトポール大会（常願寺川公
園）
5日 外国人学生のための進学説明会（サンシャイ
ンシティ ・ ワール ドインポートマート）
7日 第4回教養教育委員会企画専門委員会
富山県外国人雇用問題等連絡協議会（市 町村
-16-
会館）
7日～8日 平成10年度国立学校等経理部課長会議（東京
医科歯科大学）
7日～10日 平成10年度文部省共済組合初任事務担 当 者会
議（東京医科歯科大学）
9日 scs検討小委員会
中部地区テーマ別研修（やる気と集中力養成
講座） （名古屋合同庁舎）
10日 事務改善検討委員会
10日～11日体育系サークルリーダー研修会（山野スポー
ツセンター）
11日 入国管理局からの説明会
平成10年10月発行 守..... ー' 幸E 第405号
第 3回自己点検評価委員会研究活動等専門委 人 文 ザ�・ 部
員会
12日～13日夢大学in TOYAMA’98 9月 2日 学部教務委員会
14日 省庁別宿舎現地調査（富山財務事務所） 4日 学部就職指導委員会
1 5日 外国人学生のための進学説明会（大阪マーチャ 9日 学部予算委員会
ンダイズ・マート） 教 授会
1 6日 第1回入学試験実施委員会健康診断専門委員 教 授会（人事）
� ミ 研究科委員会
17日 教養教育委員会 3 専門委員会委員長打合せ 1 6日 学部入学者選抜方法検討委員会
平成10年度東海・北陸地区管理事務協議会 30日 教 授会
（津市センターパレスホール） 教 授会（人事）
教育職員免許法の一部を改正する法律等の施 研究科委員会
行に伴う説明会（昭和女子大学）
メンタルヘルス研究協議会（虎の門パストラ
教 育
学
ル）
17日～18日富山消防署立入検査 9月 1日 附属養護学校及び附属幼稚 園 第 2 学期始業式
18日 第 5回教養教育推進特別委員会 2日 教育実習運営協議会
第57回東海・北陸地区国立学校等庶務部課長 附属中学校学校祭
会議（津 都ホテル） 4日 学部入学試験委員会
21日 scs検討小委員会 学部学生生活委員会
富山共済組合支部ソフトボール大会（常願寺 学部教務・学生生活合同委員会
川公 園） 学部教務委員会
21日～10月8日 7日 学部留学生委員会
文部省会計事務特別研修（国立オリンピック 8日 就職指導委員会
記念 青少年総合センター） 研究科委員会小委員会
2 2日 第 8回国際交流委員会留学生部会 9日 研究科委員会
24日～25日夜間教育実施国立大学事務局長会議（茨城大 教 授会
学） 16日 人事検討委員会
平成10年度東海・北陸・近畿地区国立学校等 2 2日 大学院連合教育研究科（博士課程） 設置構想
広報・文書研究協議会（KKR HOTEL OSA 委員会（愛知教育大学）
KA) 24日～25日平成10年度北陸地区教員養成学部事務長協議
2 5日 北陸財務局による固有財産監査 � 
25日～26日外国人留学生との見学旅 行（能登方面） 30日 学位記 授与式
26日 共済組合主催事業平成10年度秋の高山体験旅 人事教 授会
行 附属学校運営委員会
28日 総合防災訓練
第 6回自己点検評価委員会管理運営専門委員
経 済 学
� 
平成11年度特別選抜学生募集要項発表（富山 9月 2日 各種委員選考委員会
県庁） 人事教 授会
29日 学内ゴルフ大会（小杉カントリークラブ） 研究科委員会
30日 五福地区構内交通規制に関する実施要項見直 教 授会
し小委員会 1 6日 コンピュータ管理運営委員会
学部就職指導委員会
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1 8日 学部入学方法検討委員会
学部教務委員会
21日 学部図書委員会
2 2日 人事教 授会
教 授会
24日 大学院経済学研究科入学試験
品ι寸ー
29日 学部施設整備委員会 ・学部図書委員会合同委
員会
30日 学位記 授与式
総務委員会
理 学 部 ｜
9月 1日 学科長会議
3日 学部図書委員会
8日 学部情報化対策委員会
9日 学部予算委員会
理工学研究科博士 前期課程理学部会
教 授会
教 授会（人事〕
理工学研究科博士前期課程理学部会専任教 授
晶、.,:;;; 
理工学研究科博士後期課程部会
11日 学部入試改善委員会
24日 学部学生生活委員会
29日 理工学研究科博士前期課程理学部会
教務検討小委員会
30日 学部就職指導委員会
学部教務委員会
工 学 部 1
9月 1日 大学院理工学研究科博士後期課程入学試験
1日～ 2日 大学院理工学研究科博士前期課程入学試験
4日 学部教務委員会
7日 学部国際交流委員会
9日 教 授会
理工学研究科博士前期課程工学部会
工学研究科博士後期課程委員会
理工学研究科博士後期課程部会
10日 大学院理工学研究科合格発表
11日 入学試験検討委員会
機器分析センター運営委員会
14目 安全委員会
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16日 学生生活委員会
24日 学部教務委員会
第405号
29日～30日 第2 2回国立大学5 1工学系学部長会議総会（ホ
テル国際きのこ会館 桐生市）
地域共同研究センターl
9月17日 企業見学と産学交流会（立 山合金制）
24日 企業見学と産学交流会（タカノギケン欄）
28日～10月 2日
先端技術研修（電 子デバイス コース）
編 集
印刷所
富 山 大 学庶 務 部 庶務 課
富 山 市 五福 3 1 9 0 
あ け ぼ の 企 画株 式会 社
富山市住吉町1丁目5-18
電 話 （ 2 4 )1 7 5 5附
